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近赤外分光法は非破壊・非接触で、迅速に多成分分析が可能な分光法であり、農業、食品、製

薬、化学工業などの幅広い分野で応用されている。近年では、これらの特徴から製造工程管理の

ためのリアルタイム測定ツールとしての利用が検討されている。そこで我々は上記応用を目的と

した高速近赤外分光装置の開発を行ってきた。 

本装置はスーパーコンティニューム（SC）光源、分散補償ファイバ、時間波形測定器から構成

される（図 1）。光源から出射される SC 光のパルス幅を分散補償ファイバの波長分散特性によっ

て伸長し、その時間波形を測定することで透過した試料の吸収分光測定を行う。測定波長範囲は

1.1～1.7µmで、時間分解能は光パルスの繰り返し周波数とその積算回数で決まる。 

 

図 1高速近赤外分光装置の概略図 

本装置でアセチレンガスの吸収スペクトルを測定した結果を図 2, 3に示す。図 2は 2.7 kHzで出

力される光パルスを 4000回積算した時間波形であり、図 3は吸収スペクトル近辺（図 2領域 A）

の時間波形をファイバの分散特性をもとに波長に変換した結果である。アセチレンの振動回転ス

ペクトルが測定できている。講演では、本装置を用いた分光測定事例について詳細報告する。 

 

図 2 時間波形（積算回数:4000） 

 

図 3 アセチレンの吸収スペクトル測定結果 
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